
第2回 高齢社会を考えるシンポジウム 

千葉大学と超高齢社会 

超高齢社会の医療状況 第2部 

医学部附属病院 千葉県寄附研究部門高齢社会医療政策研究部 

 高齢者人口の増加がどのような変化をもたらすのか、 
医療の面からわかりやすく提示します。 

あかるい超高齢社会 第3部 
パネルディスカッション 

 どのような超高齢社会が望ましいのか、千葉大学の 
教員による提言を行います。 

16:50- 

17:30- 

16:15- 開会 
主催者あいさつ 千葉大学長  齋藤 康 

参加
無料 

申込
不要 

平成25年4月9日（火） 
16:15～19:00 

千葉大学 西千葉キャンパス 

けやき会館 大ホール 

お問合せ先： 

千葉大学医学部附属病院 
千葉県寄附研究部門高齢社会医療政策研究部 
 

〒260-8677 千葉市中央区亥鼻1-8-1 
電話 043-222-7171（ 内線6667） 

研究発表 

パネリスト  大学院人文社会科学研究科教授  倉阪 秀史 

大学院医学研究院教授 横手 幸太郎 

大学院看護学研究科特任教授 長江 弘子 

工学部建築学科助教 鈴木 雅之 

コーディネーター  医学部附属病院副病院長・教授 高林 克日己 

我が国が直面している超高齢社会では、生産年齢人口と従属人口の割合が 
大きく変化し、社会システムの変革が求められています。 
千葉大学では学際的取組を推進すべくシンポジウムを開催します。 

千葉大学学長企画戦略室 
 
 

〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町1-33 
電話 043-290-2083 

来賓あいさつ 文部科学省（予定） 

招待講演 第1部 
厚生労働省老健局 

16:30- 


